
平成２６年度 学 校 評 価 表                         雫石町立南畑小学校 

経営理念 『明るく かしこく たくましく』を求めて 
教育目標 ○ 明るく助け合う子ども  ○ かしこく工夫する子ども  ○ たくましく根気強い子ども 

経営の重点 １ 「いわての復興教育」の推進 ２ 道徳教育の充実 ３ 個に応じたきめ細やかな指導による学力保障 
４ 教育専門職としての指導力の向上 ５ 教育実践の場としての環境づくりの推進 ６ 開かれた学校づくりの推進 

 

評       価       計       画 自  己  評  価 学校関係者（学校評議員、PTA 会長、副会長）による評価 改 善 計 画 

 

 

 

ま な び フ ェ ス ト 

 

達成のための方策 

 

評価指数 

 

目標値 

７月 
達 
成 
値 

１月 
達 
成 
値 

 

結果と課題の説明 

 

イ 

 

ロ 

 

ハ 
 

コ   メ   ン   ト 

 

改   善   案 

明
る
く
助
け
合
う
子 
ど 
も 

 
・元気な挨拶・返事が進んでできる。 
              ＜学校＞ 
・家族にも近所の人にも進んで「元気な
挨拶・返事」をする。   ＜家庭＞ 

 
・学級経営の充実、
好ましい人間関係
と集団生活のルー
ル指導の徹底 

・基本的な生活習慣
を確立するための
家庭と連携した取
り組みの推進 

 
習慣化できた児
童の割合（教師・
保護者による評
価） 

 
 

８５ 

 
 
95 

 
 
95 

 ７月と同様に、挨拶・返事に関し
ては、学校や家庭での評価がとても
高く、満足のいく結果であった。 
長い間の地道な取り組みの成果だ
と感じている。今後も継続して取り
組んでいきたい。 

 

 

５ 

 

 

０ 

 

 

１ 

・挨拶は、人間関係の希薄化が叫ばれる現状で、人と人との結びつきや地域づ 
くりに欠くことのできないものであり、継続した取り組みを望みます。 

・教育は実践に有りで正に日常の取り組の累積の現われと思う。運動に一定の

期間や区切りがあるのでは無く、常に継続した指導を願いたい。 
・他の学校へ行った時などに気後れせずに平常時と同じように挨拶できるよ
う、一層の指導をお願いしたい。 

・挨拶はできていると思いますが、返事がよくできている印象が薄いので、今
後は返事を重点的にやっていただきたい。 

○教育振興運動等での挨拶の取

り組みの成果が実を結んでい

ると考える。しかし、他の学校

へ行った時などに、挨拶ができ

ない児童が見受けられるため、

引き続き「時と場に応じた挨

拶」の指導を行っていきたい。 

・進んで時間いっぱい働く。 ＜学校＞ 
・自分の仕事をやり遂げる。 ＜学校＞ 
・家族の一員として、「自分の仕事」を行
う。           ＜家庭＞ 

習慣化できた児
童の割合（教師・
保護者による評
価） 

 
８５ 

 
75 

 
85 

７月と比較すると、学校での清 
掃や仕事の様子は良くなっている
が、「家庭でのお手伝いの習慣」に
関しては、ほぼ横ばい状態である。 

 

５ 

 

 

０ 

 

 

１ 

 

・家庭での仕事や役割を具体的に紹介して、その中で仕事に対する課題を工夫

したり、子どもたちが目標や内容を設定し、継続的に取り組むことができる
ような支援が必要と思います。 

・学校でできている習慣を家庭でも実行できるように、必ず何かの手伝いを実

践させていく。 

○家でのお手伝いの習慣化に関

しては、家族の一員として大事

なことであり、継続して取り組

みを進めていく。 

 

 

か

し

こ

く

工

夫

す

る

子 

ど 

も 

 
・習った漢字と計算を確実にできるよう
にする。         ＜学校＞ 
（１、２、３年…９０％以上 

  ４、５、６年…８５％以上） 
・毎日家庭学習をする。   ＜家庭＞ 
（学年×１０分＋音読） 

・漢字・計算検定の
実施 

・朝学習、ステップア
ップタイムの充実 

・家庭学習と授業の
連動 

・ノーゲームデーの
取り組みの推進 

 
個別の目標達成
の割合 
 
 
家庭での学習の
様子（保護者によ
る評価） 

 
 
 
 
 

８５ 

 
 
 
 
 
95 

 
 
 
 
 
88 

 
「家庭学習の習慣化」に関して

は、７月と同様に良い結果であった
が、学校での「計算」の目標達成率
が下がった学年が見られた。「わか
る授業」から「わかり、力がつく授
業」へ、そして家庭学習の連動とい
った学力向上に向けた更なる取り
組みを行っていきたい。 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

０ 

・教員の指導力の向上はもとより、家庭学習の定着を図り、子どもたちの意欲

を高める取り組みが不可欠であると思います。 
・家庭学習の習慣化は学業を本分とする学生、特に柔軟な精神の小学生時代に
定着化させる事が肝要で、中学・高校に進学しても、一人学習の方法がわか

らないという生徒が増えていると聞く。昨今、特に取り組みに努力を加えら
れたい。 

・７月の達成値が突出しているのは何故なのだろうか？その分析結果が「達成」

のためのカギと思われる。 
・家でチェックしても確実性に欠ける部分が目立った。大体は理解しているも
のの、イージーミスが目立つので、注意させるようにしていきます。 

・低学年のうちから「ひとり勉強」の仕方を指導して取り組んでいく。（家庭
学習で復習の強化） 

 

 

○今年度、本校の各種学力調査の

結果から、習ったことの定着が

うまくできていない児童が多

いことが分かった。家庭学習の

あり方を見直し、以前学習した

ことの確実な定着に向けて努

力していきたい。 

 
・読書活動に積極的に取り組む。 

＜学校＞ 
（１、２年…１００冊以上 

  ３、４年… ６０冊以上 
  ５、６年… ４０冊以上） 
・夏休み、冬休みには親子読書に取り組
む。           ＜家庭＞ 

 
・本に親しむ活動の
充実 

・各学年の「おすす
めの本」の紹介 

 
個別の目標達成
の割合 
 
親子読書の状況 

 
 
 
 
 

８５ 

 
 
 
 
 
75 

 
 
 
 
 
63 

 
読書の目標冊数を上回った児童

が７月の 20 人から１４人へと大
幅に下がってしまった。冬季休業中
の学校経営反省の際に職員間で話
し合ったところ、「冊数は減ってい
るが、読んでいないわけではなく、
厚い本を読んでいる。」とのことで
あった。そのような実態から、来年
度は冊数ではない評価に切り替え
たい。 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

   

 

 

  

０ 

 

 

 

 

１ 

・親の読書に対する考え方が子どもの読書に対する姿勢に与える影響は大きな

ものがあるといわれています。読書の意義や重要性などについて、保護者に
理解を深めてもらう方策を検討して欲しいです。 

・どの様な本でも読むことによって本に親しむことになるが、傾向として何が

読まれているのか…。興味や感動によっては、人間性を培う事はもとより、
将来の目標の進路・適性の発掘などに作用する重要な活動と考えられ、奮起
を願いたい。 

・「厚い本を読んでいる」のなら、歓迎すべきことと思う。図書室の改装が良
い影響をもたらすことを期待したい。 

・読書は、冊数も大事ですが、内容をちゃんと理解しているかも大切だと思い

ます。読書をした後に、毎回感想文を書くのは難しいと思うので、何か違う
評価に切り替えた方が私も良いと感じました。 

・冊数だけ増やすような取り組みでなく、内容をもっと評価すべきだと思う。 

○２学期に、保護者の方々から図

書室の装飾を行っていただい

た。さらに、町の図書ボランテ

ィアの方々から本の廃棄作業

を行っていただいた。本好きな

子どもを育てるために、保護者

や地域の方々のご協力を得る

ことができてとても感謝して

いる。今後も読書の取り組みを

継続して、本好きな子どもを育

てていきたい。 

 

 

 

 

 

た

く

ま

し

く

根

気

強

い

子 

ど 

も 

 
・「早寝・早起き・朝ごはん」を行う。 
              ＜家庭＞ 
（※寝る時刻 

  １から３年…９時 
  ４から６年…９時３０分） 

 
・基本的な生活習慣
を確立するための
家庭と連携した取
り組みの推進 

 
習慣化できた児
童の割合（保護者
による評価） 

 
 

９０ 

 
 
78 

 
 
89 

 

 ７月と比べると、「あまりできて
いない」と回答した児童が６人から
３人へと半減し、大幅に改善され
た。 

 

 

６ 

 

 

０ 

 

 

０ 

・学校と家庭の連携した指導が重要であり、継続した取り組みを望みます。 
・生活習慣は、人間の行為の基準となるものを培うことで日々規律正しい生活

を過ごすことができ、秩序を保つ社会生活を営むとができる。人間形成とし
ての人格を形成する大切な指導であり、家庭・地域・学校の連携した取り組
みを期待したい。 

・基本的かつ大事な目標である。個別指導の結果であろうと評価する。 
・家庭でのしつけ次第の項目ですが、共働きも多い中、よくできたと感じます。 

 

○保護者と連携しての個別の指

導を図ってきた成果が実を結

んだ。今後も継続して指導にあ

たっていきたい。 

・給食後の「バディー歯みがき」により、
歯みがきの仕方を身に付ける。          

＜学校＞ 
・毎日朝晩の「歯みがき」をする。 
              ＜家庭＞ 

 
・歯みがき指導の推  
 進 

 
習慣化できた児
童の割合（教師・
保護者による評
価） 

 
 

９０ 

 
 
79 

 
 
95 

 
学校での『給食後の「バディー歯

みがき」により、歯みがきの仕方を
身に付ける』の項目が大幅に改善さ
れ、全員が目標を達成できた。 

 
 
５ 
 
 

 
 
０ 

 
 
１ 

・大幅な改善が見られたことは、日常の指導の成果であり、継続した取り組み

を望みます。 
・家では強制的にやらないときちんとできないので、今後もできるようやって
いく。 

・朝、夜とも習慣になっている。みがき方についても、学校で良く指導してい
ただいているので、歯みがきの大切さやみがき方を子供もよく理解している。 

 

○学校での歯みがきの取り組み

に関して、大幅な改善が見られ

た。今後も継続した指導にあた

っていく。 

・自分の目標を決めて「マラソン」や「縄
跳び」に取り組む。    ＜学校＞ 

・「はつらつタイム」
の継続的な推進 

個別の目標達成
の割合 

 
９０ 

 
96 

 
96 

 ７月同様、満足のいく結果であっ
た。この項目に関しては、どの学年
もよくできている。 

 
５ 
 

 
１ 

 
０ 

・体力づくりの成果が上がっており、子供たちの意識も高いので、発達の段階
に応じた指導を継続して欲しいです。 

・今後も継続し、たくましい子どもになってもらいたい。 

○今の状況を維持していきたい。

年間を通した体力づくりを行

っていきたい。 

 
 
・毎週月曜日はノーゲームデー＜家庭＞ 

 
家庭との連携強化
による取り組みの
推進 

 
個別の目標達成
の割合 

 
 

９０ 

 
 
78 

 
 
78 

 ７月と同じ結果だった。達成でき
ていない児童が固定化されてきて
いるので、個別の指導を強化してい
きたい。 

 
 
５ 
 

 
 
１ 

 
 
０ 
 

・時間を守ること、約束を守ることなど、生活の中で必要なルールや考え方、
望ましい行動を身に付けさせる取り組みが重要です。家庭における規則正し
い基本的な生活習慣確立のため、保護者と連携した取り組みを望みます。 

・難しい課題だと思う。あきらめずに改善に取り組んで頂きたい。 
・原因がある程度明確になっているので、今後の改善に期待する。 

 

○児童一人一人の実態把握に努

め、保護者と連携して改善に取

り組んでいく。 

 
・テレビ・ゲームは２時間まで。（平日） 
              ＜家庭＞ 

 
家庭との連携強化
による取り組みの
推進 

 
個別の目標達成
の割合 

 
 

９０ 

 
 
75 

 
 
86 

 「よくできている」、「だいたいで
きている」との回答が７月の２１人
から１月は２４人と改善されてき
ている。継続して取り組んでいきた
い。 

 
 
５ 

 
 
０ 

 
 
１ 

・決してのべつ幕無しに見ているとか、没頭しているのではないと思いますが、
見たい、やりたいの欲求を律する事も人格の形成上重要な指導だと思う。現
代人は、己を律する理性概念の希薄、欠如が見受けられるので、幼少期から

の心の育みに期待したい。 
・平日はあまりテレビを見る時間がない。ただ、土日なども時間を決めて取り
組んでいけたら良いと思う。 

 

○児童一人一人の実態把握に努

め、保護者と連携して改善に取

り組んでいく。 

【学校関係者評価】 イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正でない。ハ：わからない。                      



 


